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； i 村のようす
(47. 2月 1日現在）

，・-世帯数 1,417戸

人口 7,309人

男 3,562人

女 3,747人
面積 46.62婦
: • ................、.....................
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玉
川
第
二
小
学
校
敷
地
↓

玉
川
第
一
小
学
校
は
、
昭
和
四

三
年
度
に
敷
地
の
造
成
に
着
工
し

三
ケ
年
計
画
で
校
舎
、
屋
体
等
の

建
設
を
完
了
し
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
須
釜
小
学
校
舎
に
つ
い
て
も

、

老
朽
化
し
て
お
り
改
築
の
時
期
が

来
て
い
る
の
で
、
玉
川
一
小
の
エ

事
完
了
に
引
続
い
て
適
地
の
調
査

を
行
っ
て
参
り
、
昨
年
一
月
よ
り

地
権
者
と
の
話
合
に
入
り
ま
し
た

↓

が
、
村
長
の
改
選
が
あ
り
ま
し
て

途
中
で
中
断
は
い
た
し
ま
し
た
が

十
一
月
末
．日
ま
で
に
敷
地
の
売
買

契
約
が
全
部
完
了
し
、
総
面
積
三

五
、
一
九
一
―
―
2
m
の
土
地
が
取
得
さ

れ
た
も
の
で
、
地
権
者
並
に
関
係

委
員
の
御
協
力
に
深
く
感
謝
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

~ ．

玉
川
第
二
小
学
校
の
敷
地
造
成

工
事
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
六
年

度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
マ
．
建
設

委
員
会
に
諮
り
、
石
川
町
水
谷
工

業
、
城
野
組
、
矢
吹
町
高
田
工

業
、
三
柏
工
業
の
四
業
者
を
指
名

し
一
月
二
七
日
に
入
札
を
行
っ
た

結
果
一
、
―
―
二
万
円
で
高
田
工
業

に
落
札
し
契
約
を
行
い
、
二
月
三

日
よ
り
工
事
に
着
工
し
て
現
在
大

型
プ
ル
ト
ザ
ー
（
二

0
ト
ソ
、
）
七

台
に
よ
っ
て
造
成
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

成
始
ま
る

日

// // //上

旬

二
―
日

二
月
一
六
日
？
三
月
一
五
日

所
得
税
、
住
民
税
確
定
申
告

納
税
組
合
長
会
議

七

日

．
i

米
生
産
調
整
協
議
会

―
―
日

，ン

農
業
改
良
推
進
員
役
員
会

一
四
日

，農
村
婦
人
諧
座
閉
講
式

一
五
日
農
業
改
良
推
進
員
総
会

一
七
日
仔
牛
セ
リ
市
（
石
川
）

下八

旬日

七上

日旬

下

旬

1
0
日

一
七
日

ニ
四
日

下

旬

ク

・

ク

高
令
者
学
級

公

民

館

第
二
回
農
業
委
員
会

企

画

室

産

業

課
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三
月
の
行
事
予
定
表
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選
挙
管
理
委
員
会

村
議
会
議
員
選
挙
告
示

村
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

区

長

会

消

防

幹

部

会

交
通
対
策
協
議
会

課

民
生
委
員
協
議
会

百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接

種

」

，
母
子
セ
ン
タ
ー

ク

須

釜

支

所

国
保
被
保
険
者
証
の
検
認

議

会

事

務

局

第
一
回
定
例
会

総
務
常
任
委
員
会

経
済
土
木
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

住

民

税

務

課

総

務

課
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一
、
選
挙
人
が
そ
の
属
す
る
投
票

※
不
在
者
投
票
の
出
来
る
方

は
次
の
よ
う
な
方
達
で
す

※
不
在
者
投
票
の

手
続
き
方
法

村
議
会
議
員
選
挙
は

三
月
二
十
四
日
執
行
と
決
定

◇
今
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
る
村
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
、

‘.

◇
一
月
二
十
七
日
開
か
れ
た
選
挙
管
理
委
員
で
協
議
さ
れ
、
三
目
十
七

◇
日
告
示
、
三
月
二
十
四
日
投
票
日
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

◇
せ
い
た
し
ま
す
。
叉
、
県
知
事
選
挙
は
三
月
三
十
一
日
告
示
、
四
月

＾

◇
二
十
五
甘
投
祟
日
と
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
村
選
管
で
は
、
明
る

◇
く
正
し
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
に
、
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
有

◇
権
者
の
皆
さ
ん
に
明
る
＜
正
し
い
選
挙
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
注
意

不
在
者
投
票
は
、
特
別
の
理
由

が
あ
る
た
め
に
選
挙
の
当
日
自
ら

投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
人
は
、
希
望
に
よ
っ

て
選
挙
告
示
が
な
さ
れ
て
か
ら
、

投
票
日
の
前
日
ま
で
の
間
で
あ
れ

ば
、
住
所
地
ま
た
は
滞
在
地
の
市

区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
や
、
入

院
中
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
、
療

養
所
や
船
舶
上
な
ど
で
不
在
者
投

区
の
区
域
外
に
お
い
て
、
職
務

叉
は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
べ

き
こ
と
。

二
、
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用

務
、
叉
は
事
故
の
た
め
、
そ
の

属
す
る
投
票
区
の
あ
る
市
町
村

，

の
区
域
外
に
旅
行
中
又
は
滞
在

中
で
あ
る
べ
き
こ
と
。

―
―
-
、
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、
妊

娠
、
老
衰
、
不
具
若
し
く
は
産

褥
に
あ
る
た
め
、
歩
行
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
べ
き
方
、
又
監

獄
、
少
年
院
若
し

く
は
帰
人
補
導
院

に
収
容
中
で
あ
る

べ
き
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
方

た
ち
で
選
挙
人
の
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
方
は
、
不
在
者
投

票
が
出
来
ま
す
。

に
定
め
る
宣
誓
書
（
役
場
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
）
を
一
緒
に
添
い

て
請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん

の
で
、
他
町
村
等
に
旅
行
叉
は
滞

在
中
の
家
族
の
方
は
、
早
目
に
宣

誓
書
を
役
場
か
ら
受
領
し
て
本
人

に
送
付
す
る
よ
う
、
お
願
い
致
し

ま
す
。
直
接
請
求
す
る
方
は
印
鑑

を
持
参
し
て
、
役
場
の
選
挙
係
に

申
し
出
て
下
さ
い
。

尚
、
こ
の
諮
求
は
選
挙
告
示
日

の
前
で
も
請
求
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

※
不
在
者
投
票
の
方
法

さ
て
投
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒

を
受
領
さ
れ
た
方
は
、
投
票
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
投
票
の

方
法
が
間
違
い

ま
す
と
折
角
の
投

票
が
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
次
の
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
役
場
か
ら
送
ら
れ
た
投
票
用
紙

と
封
箇
及
び
同
筒
の
不
在
者
投
票

証
明
書
は
開
封
し
な
い
で
、
居
住

している市町村の選挙管理委

員会に不在投票をすることを

申し出て、係員の指示により

投築をして下さい。投票した

投槃用紙は、その市町村の選

挙管理委員会の責任におい
て、村に送付されます。

◎若し、受領した投票用紙を

市町村役場に持参しないで、

下宿先や親類の家で叉はその

他の場所で書いたものは、無

効となりますのでくれぐれも
注意して下さい。

6県選挙管理委員会で指定し
て居る病院、養護院等に入院

している方はその病院養護院

等で投票ができますし、投票

用紙等の請求もこれらの病院

養護院等で手続きを取ってく

れますから、看護婦さん等に

不在者投票の申し出をして下

さい。但し看護叉は付添いの

方はこの方法では出来ません
ので注意して下さい。

※以上不在者投票につ｝て

投区 票名I ~ ： ~ . ヽ.有.. こ~7ヽ皇ゞ:嵐0~ .. ¾ 、~• ~ 
川辺 II 

,~ IJヽ 舌向. ,;,,. ,ヽc~.., ''. 、ゞl_，，, ' ,. , ，ど,~ふ.士. 名:ぐ.. ;3、,,, ,., ・,ー,,1,グ,・ , , , ;,  ,, • , ， , 

岩法,寺I _,. ,. , 2.で,-,-9・,・3' 
. . ー竜.崎 I :・, . t.、.1; 2 -

須, ; ~ , ヽ 釜' : ぐ:ぞ,, ．,, '., '~ ． '"叫."1'・,党.;,"，_,べ0^,"， ' , ,, ,ち,2,＇, む,，や,,7. ~ ~~ 逐, ・：：, ＇， ~ ：ヽ, 

山小座 II大大字字南山須小釜屋の一（二部本大肥字を北除須く）釜の`一’部 303 

四 辻 大大字字四山辻小屋新田の一部大―-字・.南須釜_.会の・一部 I 1 282 

今年 3月村内の中学校（泉中 ，・須釜中）卒業見込みの生徒数は昨年

より29名少なく 176名で、それを進路希望別に調べたところ下表のと

おりです。進学率は年々のびている反面、就職／／自営の希望者は少な

くなってきております。 、 (47. 2.15日調）

別 泉中学校 須釜中学校I 
進路希望先男女計率男女計率男女計率

ー一人―ズ六 ％—ー文口 —--- 一一
高校進学 39 25 64 70.3 21 16 137 43_tl 60人 4{'、101人 57_4'

種 計

各種学校 I3 I 2 

就職（県外） I 4 

5 I 5.5 I 6 

5 I・$ I , ・9 . 9 I 8 

3 I 9 I 10.6 I 9 5 I 14 8.0 

9 I 17 I 20. o I 12 I 14 I 26 I 14. 8 
9 •'•., ---:-----:--- -- 1-1-

-1/ (村内） I 21 ol 2 l -• 2.2l -2 l 1I-31 3.s 
I I 

// (闊喜） 5 6 11 12 .1 I 6 I 10 I 16 I 18. s I 11 I 16 I 27 I 15. 3 ---l-
自 、営 o o o j o I 3 I o I 3 I 3 . s I 3 I・o I _ 3 1 1 . 7 

., -- -!--

註t 53 38 I 91 1 100 I 46 I 39 I 85 I 100 I 99 I 77 1176. I 100 

I 4 

各種学校（伝習農場、理容、洋裁学校、職業訓練所等）

の
あ
ら
ま
し
を
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
役
場

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
た
づ
ね
て

下
さ
い
。

）

岩

法

寺

投

票

区

の
冷

、
設
置
さ
れ
る

もの

こ
れ
ま
で
岩
法
寺
部
落
は
竜
崎

在

投
票
区
と
し
て
旧
玉
川
第
一
小
学

現ー
．
校
竜
崎
校
舎
を
投
票
所
と
し
て
選

，
 

．
挙
を
行
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
現

在
竜
崎
校
舎
は
双
羽
電
機
に
貸
付

6
 
4
 
は数者権有

．
 

注（
 

進
学
希
望
の
び
る

村
内
中
卒
の
進
路
希
望
調
べ

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理

委
員
で
は
公
職
選
挙
法
第
十
七
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県
の
承
認

を
得
て
、
竜
崎
と
岩
法
寺
に
そ
れ

ぞ
れ
投
票
区
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

尚
＇
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
所
は
選

挙
時
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定

さ
れ
ま
す
が
、
竜
崎
投
票
区
は
竜

崎
公
民
館
、
叉
岩
法
寺
投
票
区
は

岩
法
寺
公
民
館
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
各
投
祟
区
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。
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戸籍のあらまし（六）
附録

員民
生
委
員
総
務

民
生
委
員
副
総
務

（
姻
族
の
部
）

蚕
作
の
安
定
と
省
ヵ
化
を
図
り
月
着
工
致
し
ま
し
た
木
事
業
に
つ

規
模
の
拡
大
を
目
途
に
、
作
年
九
き
ま
し
て
は
、
去
る
一
月
二
十
八

稚
蛋
共
同
飼
育
所
完
成

三
R

□

③
曽
祖
父
母
ー
ふ
者
m
父
母

」
兄
弟
姉
妹

②
 

王
③甥
・姪ロ

.

.
 n
―-9 1
1
1
1
1
1
.
-
1
 :l-
＝
-
-
l
=
 
111111 
！
-
＝
＝
-
＝
-
i
g
=
＝
―
―
-
I
=
 
111 

心
配
ご
と
相
談
所

相

談

員

が

変

る

昨
年
十
二
月
民
生
委
員
の
改
選

に
伴
な
い
、
玉
川
村
心
配
ご
と
相

談
所
の
相
談
員
が
次
の
よ
う
に
変

り
、
定
例
相
談
日
に
は
、
こ
の
相

談
員
が
待
機
し
て
御
来
談
に
応
ず

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
で
す
か
ら

御
来
談
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

相

談

三

輪

貞

夫

塩

沢

政

与

野
騎
丈
之
助
民
生
委
員

大

木

吉

丸

学

識

経

験

者

車

田

ス

イ

学

識

経

験

者

定
例
相
談
日

毎
週
水
曜
日
（
休
日
は
除
く
）

尚
、
社
会
福
祉
活
動
専
門
員
の

③
配
偶
者

尊

族

親

喜

—

直
”
ー

⑤
従
姪

直系親｛喜鱈ー`口
[
I□□[

｀1誓ー
⑤
曽
姪
孫

親
族
図
解
（
血
族
の
部
）

傍系親
｛

④
鵡
麟
狐
ー

畠
襲
輯

①
子
ー
ー
l
②
孫
ー
ー
ふ
密
喜
ー

玄

孫

ー

ー

ー
I
⑤
来
孫

R
0
の
中
の
数
字
は
親
等
を
示
す

卑

族

親

心
日
、
完
全
に
完
ユ

血
を
見
る
に
い
た
り

ま
し
た
。
之
ひ
と

111

え
に
関
係
各
位
の

一
血
御
援
助
、
御
協
力

の
た
ま
も
の
と
厚

＂
＜
御
礼
申
し
上
げ

＿
 

＇ 
111

ま
す
。
従
来
ま
で
他
町

111

村
等
に
委
託
飼
育

＿
 

叩
を
図
っ
て
こ
れ
等

一
稚
蚕
の
関
係
を
処

理
し
て
参
り
ま
し

そ
―
_
i
=
＝
＝
-
＝
＝

-9
.

＇ 皿
た
が
、
い
よ
い
よ
春
蚕
期
よ
り
待

ー

望
の
稚
蚕
が
開
始
さ
れ
る
事
と
な

一

り

ま

し

た

。
関
係
生
産
者
に

は
本

血

施

設

を

最

大
限
利
用
さ
れ
ま
し
て

技
術
の
革
新
は
も
と
よ
り
、
労
働

11

生
産
性
の
向
上
に
大
い
に
活
用
あ

血

ら

ん

事
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

ー

尚
、
施
設
の
概
要
等
に
つ
い

て

一
申
し
上
げ
て
見
ま
す
と
、

血

令

稚

蚕

飼

育

所

（
内
訳
）

；
 

。
飼
育
室
（
鉄
骨
外
壁
コ
ソ
ク
リ

一

ー

ト

ブ

ロ

ッ
ク
）

言

翌

加

血

。

貯

桑
室
（
鉄
筋

コ
ソ
ク
リ
ー
ト

ーー

一
ー

n-
＝―-u-
＿-=＝＝-＝＝＝-三
,・更-=＝＝＝＝

-i

小
針
安
司
さ
ん
は
社
協
に
常
勤
し

相
談
に
は
常
に
応
ず
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
又
各
相
談
員
も

定
例
相
談
日
以
外
で
も
面
接
出
来

れ
ば
何
時
で
も
応
談
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
御
利
用
下

さ
い
。
要
は
そ
の
心
の
配
り
方
、

考
い
方
で
色
々
な
方
向
が
出
て
く

る
も
の
で
す
が
心
配
ご
と
相
談
は

そ
の
心
の
取
り
方
の
相
談
で
す
。

玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

土
地
や
家
を
売
っ

た
と
き
の
税
金

昭
和
四
七
年
度
日
本
青
年

海
外
協
力
隊
員
募
集

造
地
下

室

）

一

芸

、

0
九
戒

。
管
理
室
関
係
（
木
造
）
一
四
一
、
0
――戒

。
蚕
糞
処
理
楊
（
鉄
管
造
）

―――戒

総

延

面

積

九

0
-―-、
八
戒

建
物
工
事
請
負
額

一
、
器
六
万
円

●
自
動
温
湿
度
調
整
装
置
（
内
訳
）

空
調
檬
、
給
排
水
設
備
、
電
気

工
事
、
機
械
器
具
等
含
む

金

額

一、
0
七
九
万
円

協
力
隊
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

中
南
米
の
発
展
途
上
に
あ
る
国
々

に
対
し
て
、
経
済
開
発
、
民
生
向

上
の
た
め
技
術
、
技
能
を
身
に
つ

け
た
、
心
身
と
も
に
健
全
な
日
本

の
青
年
を
派
遣
し
、
各
画
の
国
づ

く
り
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
度
も
こ
れ
が
募
集
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
希
望
す
る
も
の
は
役

場
企
画
室
ま
で
申
出
で
下
さ

い。

募
集
要
網
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
資
格

満

二
0
オ
以
上
の
男

女
で
次
の
技
能
、
技
術
を
有
す

る
も
の
。
農
業
技
術
（
稲
作
、

野
菜
、
園
芸
、
育
種
加
工
、
土

木
機
械
、
家
畜
、
人
工
授
精
、

乳
製
品
加
工
）
工
業
（
変
電
気

修
理
、
竹
工
芸
、
時
計
修
理
、

車
輛
修
理
、
電
話
工
事
、
ラ
ジ

オ
テ
レ
ビ
修
理
）
そ
の
他
（
建

築
設
計
、
工
学
製
図
、
測
最
、

水
道
工
事
、
土
木
一
般
、

統
計

家
政
、
栄
養
士
、
洋
裁
、
陸
上

競
技
、
水
泳
、
サ

ッ
カ
ー、

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
柔
道
）

二

、

願

書

提

出

二

月

二

九

日

（
第

一
次
）
ま
で
と
し
そ
の
後

提
出
し
た
も
の
は
次
回
の
対
象

と
し
ま
す
。

三
、
選
考
試
験
第
一
次
、
三
月

-0
日
、
第
二
次
四
月
五
、

六
、
七
日

四
、
派
遣
九
月
四
日

五
、
待
遇

期
間
二
年
間
。
派
遣

総
累
計
事
業
費
―
-
、
空
一
写
万
円

以
上
の
施
設
が
国
及
び
県
単
事

業
と
し
て
実
施
し
た
訳
で
す
が
、

こ
れ
等
施
設
の
規
模
等
か
ら
一
回

掃
立
量
が
一
千
百
箱
の
収
容
が
可

能
と
な
り
、
近
代
設
備
の
中
で
大

い
に
所
得
増
大
に
拍
車
が
か
か
る

事
で
あ
ろ
う
。

期
間
中
海
外
手
当
一
七

0
ド
ル

（
約
六
万
円
）
他
に
稿
立
金
二

万
円

六
、
派
遣
先
イ
ン
ド
、
ラ
オ
ス

マ
レ
ー
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ

イ
リ
ッ
。
ヒ
ン
、
ケ
ニ
ア
、
マ
ラ

ウ
イ
、
モ
ロ
ッ
コ
、
タ
ソ
ザ
ニ

ア
、
サ
ル
バ
ド
ル

ニ
ル
、
ザ
ソ

ビ
ア
、
ニ
チ
オ
ビ
ア

土
地
や
家
を
売
っ
た
と
き
の
利

益
を
謡
渡
所
得
と
い
え
、
ふ
つ
う

の
所
得
税
と
は
異
な
る
方
法
で
税

金
を
計
算
し
ま
す
。

誤
渡
所
得
は

売

っ
た
資
産
を
も
っ
て
い
た
期
間

に
よ
り
、
長
期
譲
渡
所
得
と
短
期

譲
渡
所
得
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①
長
期
誤
渡
所
得
の
税
額
は
、
譲

渡
所
得
か

ら
特
別
控
除
（
通
常

は
百
万
円
）
を
差
し
引
き
、
こ

れ
に
税
率
を
乗
じ
て
算
出
し
ま

す
。
税
率
は
、
昭
和
四
十
六
年

分
に

つ
い
て
は
一

0
％
で
す
。

R
短
期
譲
渡
所
得
の
税
額
は
、
譲

渡
所
得
の
四

0
％
か
、
ほ
か
の

所
得
と
合
計
し
て
通
常
の
方
法

で
算
出
し
た
税
額
の
―

1
0%
 

の
う
ち
高
い
方
の
金
額
で
す
。

須
賀
川
税
務
署
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こ
の
運
動
は
春
季
に
お
い
て
火

災
が
多
発
し
や
す
く
、
大
火
災
に

な
り
や
す
い
こ
と
に
か
ん
が
み
、

国
民
の
防
火
意
識
を
高
揚
し
、
も

っ
て
、
火
災
の
防
止
と
、
こ
れ
に

よ
る
死
傷
者
の
発
生
防
止
を
期
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
が
左
記
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
な
さ

ん
火
の
元
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
さ

れ
、
特
に
子
供
の
火
遊
び
に
注
意

い
た
し
、
村
内
か
ら
は
絶
対
火
災

を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

一
、
実
施
期
間

二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
十

三
日
ま
で

二
、
重
点
実
施
事
項

ア
、
期
間
中
に
お
け
る
火
災
発

生
の
絶
無

イ
、
外
出
時
、
就
寝
前
の
火
の

元
点
検
の
励
行

ゥ
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
寝

た
ば
こ
の
防
止

ニ
、
た
ぼ
こ
の
吸
殻
は
か
な
ら

ず
消
す
こ
と
の
励
行

オ
、
車
内
に
危
険
物
品
の
持
込

み
防
止

カ
、
た
き
火
の
跡
始
末
の
完
全

で火にi
一春の火災予防運動一

本
寺
は
大
寺
城
代
十
五
代
肥
前

光
長
公
が
、
文
明
二
年
(
-
四
七

0
年
）
父
母
の
霊
を
慰
め
る
た
め

開
山
し
た
と
い
わ
れ
る
。
開
祖
師

を
亀
曇
宗
鑑
と
い
い
、
現
在
僧
ま

で
二
十
七
世
を
数
え
る
。

曹
洞
宗
通
幻
派

長
福
山
瑞
光
院
太
安
寺

大
字
南
須
釜
字
古
宿

須
釜
の
文
化

気
な
し
の
投
げ
す
て

山
火
事
の
も
と

防
ご
う
山
火
事

そ
の

「火を使う人ならできる火の始末」

励
行

キ
、
火
入
れ
の
届
出
の
励
行

玉

川

村

玉

川

村

消

防

団

玉
川
村
婦
人
消
防
隊

＾
 

保
険
証
の
検
認

を
行
な
い
ま
す

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
保
険
証

（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
）

の
有
効
期
限
は
昭
和
四
十
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
有
効
期
限
を
延

児
童
手
当
の

申
請
は
お
す
み
で
す
か

長
し
て
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
た
め
保
険
証
の

検
認
を
三
月
中
に
行
な
い
ま
す
。

検
認
を
受
け
な
い
保
険
証
は
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
な
く
お
受
け
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。な
お
、
検
認
の
日
程
等
は
後
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

児
童
手
当
は
十
八
才
未
満
の
児

童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
の
一
人
以
上
が
昭
和
四

十
二
年
一
月
一
日
以
降
に
出
生
し

た
児
童
に
対
し
、
目
額
三
、

0
0

0
円
が
昭
和
四
十
七
年
一
月
か
ら

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
申
請
書
の
受
付
は
昭
和
四

十
六
年
十
月
か
ら
開
始
し
て
、
該

当
者
と
思
わ
れ
る
方
は
殆
ん
ど
申

請
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ

の
後
出
生
等
に
よ
り
新
た
に
資
格

を
有
し
な
が
ら
申
請
さ
れ
な
い
と

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
お
忘
れ

な
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
手

当
は
申
請
の
翌
月
か
ら
支
給
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
御

承
知
く
だ
さ
い
。

本
尊
仏
に
正
観
音
を
い
た
だ
き

白
壁
の
寺
門
を
は
じ
め
鐘
楼
を
構

え
、
凡
夫
を
安
心
立
命
に
導
き
多

く
の
檀
家
か
ら
厚
い
信
仰
を
受
け

て
い
る
。

真

言

宗

最
殿
山
文
樹
院
東
福
寺

本
寺
の
由
来
を
た
ず
ね
る
と
、

医
王
山
照
明

院
東
光
寺

村
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
国
道
れ
に
よ
り
―
―
八
号

―
―
八
号
線
の
川
辺
バ
イ
パ
ス
が
線
は
竜
崎
地
内
を
残

三

月

一

日

開

通

さ

れ

た

。

し

り

っ

ば

な

国

道

と

開
通
式
は
同
バ
イ
パ
ス
の
川
辺
な
っ
た
。

起
点
の
三
差
路
に
お
い
て
国
道
工
こ
の
バ
イ
パ
ス
の

事
事
務
所
、
建
設
事
務
所
等
及
び
開
通
に
よ
り
小
高
、

村
の
関
係
者
が
出
席
し
、
小
針
村
川
辺
地
内
の
車
の
混

長
、
安
藤
郡
山
国
道
工
事
事
務
所
雑
は
解
消
さ
れ
交
通

工
務
課
長
、
渡
辺
石
川
警
察
署
交
事
故
の
心
配
も
少
な

通
係
長
が
拍
手
の
う
ち
に
紅
白
の
く
な
っ
た
が
、
泉
郷

テ
ー
プ
を
切
り
開
通
を
祝
っ
た
。
駅
前
附
近
は
逆
に
道

同
バ
イ
パ
ス
は
郡
山
国
道
事
務
路
が
直
線
と
な
っ
た

所
が
エ
費
一
ニ
憶
九
千
四
百
万
円
を
た
め
ス
。
ヒ
ー
ド
を
出

か
け
て
三
年
が
か
り
で
建
設
さ
れ
す
車
が
多
く
な
り
横

た
も
の
で
、
川
辺
（
赤
坂
）
地
内
断
す
る
の
に
容
易
で

か
ら
泉
郷
駅
ま
で
の
延
長
二
、
七
な
く
、
通
学
児
の
多

キ
戸
の
区
間
で
幅
員
八
、
五
メ
ー
い
地
点
で
あ
る
だ
け

ト
ル
ニ
車
線
の
舗
装
道
路
で
、
こ
に
交
通
事
故
が
心
配

=＝＝＝-＝ニ
弘
仁
元
年
（
八
一

0
)
僧

空

海

の

寺

を

建

立

し

た

が

大

寺

城

第

十

三

山

盆

寄

の

取

扱

に

注

意

弟
子
徳
一
僧
が
、
今
の
中
野
に
本
代
光
義
公
が
文
安
三
年
(
-
四
四

六
）
に
現
在
地
に
移

し
た
。
そ
の
後
、
天

和
二
年
（
一
六
八
二
）

に
全
焼
し
（
過
去
帳

で
は
慶
安
元
年
と
な

っ
て
い
る
。
）
貞
享

二
年
(
-
六
八
五
）

に
再
建
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
本
尊

仏
は
大
日
如
来
で
あ

る
。
宥
元
法
印
が
開

山
し
て
よ
り
現
住
僧

ま
で
実
に
、
五
十
世

を
数
え
、
内
外
の
檀

家
か
ら
深
い
信
仰
を

集
め
て
い
る
。

大
字
北
須
釜
字
竹
ノ
花

当
時
は
大
寺
城
第
十
五
代
光
長

公
の
娘
寿
美
娘
は
北
須
釜
矢
葺
内

膳
光
則
公
の
室
と
な
っ
た
が
、
夫

君
に
先
立
た
れ
、
剃
髪
し
て
尼
と

な
り
、
本
寺
を
開
山
し
た
。
そ
の

後
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に

全
焼
し
、
後
、
宥
澄
法
印
が
守
森

殿
に
再
建
し
、
元
文
二
年
(
-
六

―
―
―
七
）
に
字
関
（
現
在
地
）
に
移

し
た
。
本
尊
仏
は
恵
心
の
作
薬
師

如
来
で
あ
り
現
住
僧
ま
で
二
十
八

世
で
あ
る
。
眼
下
に
北
須
釜
を
一

望
に
眺
め
風
光
よ
く
、
世
人
の
信

仰
の
山
と
な
っ
て
い
る
。

火災季です

テープを切る小針村長 （中央）

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
早
急
に
横

断
歩
道
の
設
置
が
望
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
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新

入

学

）

児

童

を

つ

き

ま

し

て

は

、

を
ご
賢
察
く
だ
さ
れ
、

進
を
す
る
た
め
に
、

交
通
事
故
か
ら
ま
も
り

ま
し
ょ
う

さ
れ
な
い
で
お
り
ま
す
。

と
こ

で
は
、

見
舞
返
し
を
廃
止
し
よ
う

中

、

岩

法

寺

で

合

せ

日
と
し

日
か
ら
推
進
し

県
に
お
い
て
最
近
に

事
故
の
増
加
傾
向
に
対
処
す
る
と

と
も
に
、
歩
行
者

日
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し

つ
き
ま
し
て
は
、
予
定

二
月
十
八
日
納
付
の
完

に
い
た
り
ま
し
た
。

昨
年
の

者
に
1

ら
ず
、

み
ん
な
で

安
全
確
保

四
六
年
産

路
上
毎
月
一
日

村
こ、t
 
と
協
力
に
よ
り
、

の
見
舞
返
し
廃
止
の
方
向
に
進

め
、
新
生
活
運
動
を

た
い
と
語
っ
て
い
る
。

し
こ
収
納
状
況

昨
年
は
一

0
a
当
り

二
―
―
図
に
対
し
今

年
二

0
五
kg
と
不
順

ロの
日
で
す

， ， 

こ
と都
会
は
も
ち
ろ
ん
、

農
村
で
も
、
も
は
や
道
路
に
安
ヘ

交
通
は
な
い
も
の
と
思
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
に
よ

犠
牲
者
は
年
を
追
っ
て
悲
し
い

録
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
交

し
い
を

し

た

っ

た

り

す

る
こ
と
は
何
と
し
て
も
防
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

通
事
故
か
ら
守
る
に
は
ど
う

ば
い
い
か
、
一
緒
に
考
え
て

し
ょ
う
。

に
お
母
さ
ん
か
お

父

さ

緒

に

歩

い

て

み

る

こ

と
で
す
°
信
号
の
な
い
と
こ
ろ
や

横
断
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
は
と
く

に
注
意
し
て
、
く
り
か
え
し
、
く

が

多

い

の

も

、

の

ゆ

る
み
を
起
こ
さ
せ
て
い
る
よ
う
で

す
。
と
く
に
土
曜
日
と
も
な
る

と
、
あ
し
た
は
お
休
み
と
い
う
気

持
が
、
つ
い
横
か
ら
く
る
車
が
目

に
入
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
学
校
へ
の
行
き
帰

り
は
、
上
級
生
を
ま
じ
え
て
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
を
こ
し
ら
え
て
行
動

す
る
よ
う
に
し
、
新
入
学
児
童
の

い
よ
う
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

追
放
し
よ
う

合
わ
せ
、
す
で
に
み
ん

し
て
い
ま
す
。

こ
び、

通
事
故
は
毎
年
ふ
え
て
い
ま
す
。

来
月
か
ら
い
よ
い

ろノ
．
 

ニ

ソ

ジ

ソ

ビ

タ

ミ

ン

パ

ゲ

テ

ィ

マ

ヨ

を

含

ん

だ

カ

ロ

チ

ン

と

い

う

芦

ネ

ー

ズ

に

加

え

て

も

お

い

し

い

も

の

景

が

非

常

に

多

い

の

で

、

絵

の

で

す

。

ま

た

ふ

つ

う

の

天

ぷ

ら

て

し

ま

う

の

は

ぶ

っ

た

い

な

い

に

し

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

。

`
'
葉
先
を
と
り

揚

げ

は

、

く

き

＂

ニ

ン

ジ

ン

の

葉

っ

ぱ

の

利

用

法

＂

水

笑

を

と

っ

て

こ
と
で
す
〇
素
乙

を
少
し
つ
け
た

[

N

五
、
六
本
ま
と

葉
を
熱
し
た
油
に
入
れ
、
ジ
ャ
リ
み
じ
ん
切
り
に
し
て
ふ
き
ん
で
包
め
て
天
ぷ
ら
の
こ
ろ
も
を
つ
け
て

シ
ャ
リ
と
な
る
ま
で
弱
火
で
揚
げ
み
、
水
に
さ
ら
し
た
あ
と
水
気
を
か
ら
、
カ
ラ
リ
と
油
で
揚
げ
て

ま
す
。
油
を
十
分
き
り
、
食
塩
だ
十
分
と
っ
て
か
ら
、
ス
ー
プ
や
ス
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

二
1111111111111
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人
性
白
内
障

術
費
支
給

り
し
て
柔
ら
か
く
、

の
で
す
。

ま
た
パ
セ
リ
と
同
じ
よ
う
に
、

さ
っ
ぱ

い
し
い
も
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須須法

釜 釜崎寺高

玉
川
村
公
民
館
主
催
の
村

民
碁
将
棋
大
会
は
去
る
二
月

~

十
一
日
午
前
九
時
か
ら
玉
川

村
公
民
館
で
開
か
れ
た
結
果

三
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
と

ぉ
り
で
、
入
賞
者
に
は
公
民

館
よ
り
賞
状
と
賞
品
が
授
与

さ
れ
た
ほ
か

A
級
優
勝
の
相

楽
、
橋
本
さ
ん
に
は
村
長
杯

カ
ッ
プ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

囲
碁

A
級

優

勝

相

楽

功

男

準

優

勝

関

根

栄

三
位
安
藤
直
―
―
一
郎

囲
碁

B
級

い優
｀
勝

準
優
勝

三

位

将
棋

A
級

優

勝
準
優
勝

―
―
―
位

将
棋

B
級

り幾見海に高し目くへ
行重え原かき緑の街道
くにてとく建の下に雲
も遠重る物中のぎた
雲のな 緑に白わち

重くる の 亜へま
り如中のりち
l くに住雨
片見点宅と
方ゅ在位変
のるし置り
青雲低なき
きしさし ｀て

海ば屋て青
原ら並整葉
：遠くは然ざlざ窓青、たわ
= ・'. か に葉りめ＿ 目
目.; • . = 

,I 郎！
二； ー：：
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辺落

森関会草塩小鈴佐須熊磯

沢久
出

根田野 林木 藤田目生

美間児

照正健 恵
恵
恵賢
、洋
義勝氏

名

寿彦一 治子子 三子晃泰寿

三 準優
優 ，
位勝勝

双涼木

里田戸

政良峰

樽昭夫

双車橋

里田本

政永、鉄

輝男雄

鱈
汀
さ
ん
に
村
長
杯

ー
村
民
碁
・
将
棋
大
会
ー

世
帯
主
名

藤

一
義

光

七
郎
治

倉

蔵

嘉

晴
覚

治
義

～房

丑
次
郎

善

作
正

之

｀

‘
サ
・

ク

クク 1/1/孫 1/ 1/孫 1/ 1/孫続
の

長長二
女男女

為
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
さ
い
ま
す

（
一
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

こ
の
保
険
は
、
ス
ボ
~
ツ
、
レ

グ
リ
ェ
ー
シ
P

ン
を
楽
し
む
人
で

十
名
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
、
だ

れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

§

た
と
え
ば
、
そ
の
団
体
が
責
任

者
の
指
示
の
も
と
に
、
登
山
と
か

海
水
浴
な
ど
に
出
か
け
、
不
慮
の

事
故
で
ケ
ガ
又
は
死
亡
し
た
時
と

柄

か
、
野
球
、
柔
道
、
バ
レ
ー
の
練

習
又
は
試
合
で
七
日
以
上
の
ケ
ガ

を
し
た
場
合
は
一
日
三
百
円
の
医

療
費
を
治
る
ま
で
、
死
亡
し
た
場

合
は
一
―

1
0万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給

さ
れ
ま
す
。

掛
金
は
一
年
間
百
円
で
ス
ボ
ー

ツ
団
体
、
子
供
会
な
ど
の
加
入
を
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ふ

F
I
I

曰ヽい

血
．．．

〗

春
日

．
オ

，
ぃ`
，
せ
わ

Ill

ペ
春
"
2

隣
＇
忙

し

＼

t

妻

の

旅

ひ

と

日
や
ぶ
こ
う
じ

一

屯
ぺ
し
の

雨

の

こ

る

し

づ

く

の

藪

柑

子

、
.[

た
に

し

i

し

渓

の

い

づ

く

や

滝

ひ

ゞ

き

5

枯

オ

し

て

-
月
こ
•
も
る
雲
の
厚
さ
の
枯
野
道
血

も
ゃ

1
 .. 
皿
ー
朝

寓

に

遅

さ

目

覚

め

の

枯

木

な

る

叩

阿

武

隈

の

水

音

か

は

り

冬

ひ

て

り
う
み
く
ら

叩

磐

梯

ー

の

雪

煙

止

ま

ず

湖

昏

しし
め

〗
子

ら
育
ち
妻

と
ふ
た
り
の
注
連
飾
る

a-
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安
い
掛
金
で
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
よ
う

死
亡
者
氏
名

須

藤

久

右

衛

門

小

針

栄

光

大

竹

キ

ク

ヨ

有

賀

ア

サ

須

釜

ミ

ネ

一

一旨こ
逝
去
お
悔
み
申

L
上
け
ま
す

_
i
|

扇

i1-＿＿＿＿＿――――――――――-―――
9-

――
―
-1
―-1
1
-
I

・

一

（
一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

年

令

世

帯

主

名

続

柄

(

6

1

)

主

元

義

の

父

ク

政

蔵

の

父

(70) 

(70)

泰

妻

(77)

重

母

(
7
9
)
'

．

主

英

雄
の
母

お
奨
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
教
育

委
員
会
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

.
加
入
申
込
み
は
三
月
一
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

す
。
転
出
転
入
さ
れ
る
方
は
郵
便

局
に
も
忘
れ
ず
届
け
出
を
し
て
下

さ
い
。
届
け
出
を
し
ま
す
と
一
年

間
は
郵
便
物
を
転
送
し
ま
す
。
又

転
出
先
の
郵
便
局
に
も
通
知
さ
れ

転
入
届
け
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
此
の
用
紙
は
郵
便
局
の
窓
ロ

か
役
場
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す

か
ら
住
居
を
移
動
さ
れ
る
方
は
忘

―
―
―
月
、
四
月
は
就
戦
転
勤
等
に
れ
ず
に
お
出
し
下
さ
い
。

よ

る

居

所

の

異

動

が

多

い

月

で

（

川

辺

郵

便

局

）

`
9
‘
‘
‘

、
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‘
r
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ヽ
／
L

｀
ヽ
‘

言
一
「
交
通
安
全
の
歌
」

…
森
さ
ん
が
寄
せ
る
…

一ポ一ヌ一
◇
こ
の
た
び
吉
の
森
六
郎
さ
ん
は
、
年
々
増
加
す
る
交
通
事
故
を
歌

◇

を

通
し
て
部
落
内
か
ら
、
そ
し

て
村
内
か
ら
絶
無
し
よ
う
と

「
交

◇
通
安
全
の
歌
」
を
作
ら
れ
、
広
報
編
集
係
に
寄
せ
て
来
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
歌

一

三

秋
は
豊
作
車
も
激
し

の
ど

春
の
長
閑
か
な
ド
ラ
イ
ブ
楽
し

道
は
わ
た
し
の
も
の
ぢ
ゃ
な
い

の
り

握
る
ハ
ン
ド
ル
車
も
軽
い

法
を
守
り
て
あ
し
た
も
楽
し

ひ
と

家
族
も
乗
せ
て
友
も
乗
せ

笑

顔

で

戻

る

母

待

っ

家

路

思

い

出

し

ま

す

吾

妻

の

顔

を

四
こ
わ

・
ニ

夏
の
歩
行
も
油
断
は
な
ら
ぬ
冬
の
路
面
は
恐
く
て
な
ら
ぬ

心
お
き
な
よ
み
ん
な
が
通
る
凍
る
雪
積
む
事
故
叉
事
故
で

道

は

ひ

と

す

じ

情

の

道

顛

い

止

ま

ら

ぬ

あ

の

時

を

あ
ど
け
な
き
子
と
年
寄
り
さ
ん
を
忘
り
や

し
ま
せ
ぬ
あ
の
君
が
待
っ

淡 転
出
転
入
届
は
郵
便
局

に
も
お
出
し
下
さ
い

部） ”
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夫三




